






























































































































































































































































































て 「刑法 36条〔正当防衛〕 または37条〔緊急
避難〕の場合にあたる場合のほかは人に危害を
与えではならない。」旨定めています。これは





























































































































リは，マノレティ ン・ノレタ ーの役割lをスウェ ーデン
で果たした宗教改革の指導者である。前掲 ・拙編















































る。「吉本隆明氏イ ンタビュ ー 〈真の人間的開放〉
とはなにか」別冊 Niche〔ニッチ〕 Vol.l (2003, 
批評社） 33頁。




























































ん。ヴェ ーパ ーの言葉を借用すれば， l票を投








































































迫られるこ とになる， 本当にそう なってもよい
のか，と聞き直れることです。政府がブラフ
bluff （はっ たり， おどかし）としてそう い う主
張をすることは十分考えられることですし，場

























































































































































4) 江畑謙介 『日本の軍事システム』 （2001.講談社
現代新書） 19-21頁参照。
5) 大江志乃夫 『徴兵制』(1981.治波新書） 2頁に
よる。
6) 江畑 ・前掲 『日本の軍事システム』14頁による。


































































































































































ョン （断片化） が同時進行しており， 領土問題は
新たな様相を呈 しつつある。領土問題については
「焦らず， 諦めず」という態度が肝要であろう。 安
全保障問題研究会編著 『変わる日 口関係一一 ロシ
ア人からの 88の質問』0999，文春新書） 99頁参
照。なお， 領土問題を根本的に考える上で， 長谷
部・前掲 『憲法とは許可か』の 「終章 国境はなぜ
あるのか」は，やや難解だが有益である。一読を
お奨めしたい。

















































































































だとい う （中島岳志「論壇時評」東京新聞 2016年
6月28（火） 5面を参考にした超要約）。しかし．
9条が幣原元首相の発案 ・主導による ものだ とす
れば，柄谷氏の議論はその前提を欠き，その点で







































Iの注 (1）に記 したように，本稿は ピース
ボート船上における講演を文章化したも のであ
る。私は一 乗客に過ぎないが，冒頭に述べたよ
うな事情でやむなく 3同にわたる講演をする羽
目に陥った。本 稿は最後の講演を中心にしてま
とめた。私の独断と偏見ともいう べ き話が果た
してどこまで聴衆にご理解いただけるか不安だ
ったが，予想外に好評だ ったよ うで，自衛隊と
憲法9条との関係が分か りすっきりしたとか，
9条改廃説から 9条維持説に転向したと いう人
が結構いたと聞く （私自身に直接そう語 ってく
れた人も ー，二にとどまらない）。私としては
望外の喜びであって，講演内容を広く紹介した
いという方もおられたので正確さを期するため
自分の手で文章化することにした次第である。
90 パンドラの箱を開けて良いのかっ
帰国後に関連する若干の参考文献を読んでみた
けれど，講演内容を変更する必要は認めなかっ
た。（とはいうものの，ここ一週間ほど集中的
に俄か勉強をした結果，このテーマについて自
分がいかに浅学であるかに気付かされ，冷や汗
が出る思いがしたことを告白する。何とかあま
り的外れのことをいわないで済んだ（と思う）
のは倍倖かもしれない。）
(2007・6・17脱稿）
